
























































































　撮影対象が幅約 0.4 ㎜［魚水 2018］と細い撚糸によ
る文様であるため、拡大して撮影する必要がある。そ




APS-C 型センサを搭載した SONY α 6300 を使用した。
マクロレンズは５x とし、センサが APS-C 型である









































































ている範囲について distance computation を行った (3 と






0.057765 ／ 0.052783 とほとんど差のない値を見るこ
とができた。なお、数値の比較対象として、上段の一
致しない箇所（図 10）で行った distance computation






の時の distance computation の結果は平均距離／標準偏
差で 0.049604 ／ 0.043794 と、ほとんど一致している
数値を得ることができた。以上から、上段と下段で同
一の原体が使用されていると考えることができる。ま
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